
2223 2015. 4

おもてなしサポーター大募集！
　本年７月から９月にかけて、おんせん県おおいたデスティネーションキャ
ンペーン（おおいたDC）が開催されます。この期間中に県民総参加でお客様
をおもてなしするため、「おんせん県おおいたおもてなしサポーター」を募
集します。
　サポーターには「来県者へ笑顔であいさつ」「積極的な声かけ」などのお
もてなし活動を宣言、実践していただき、本県を訪れるお客さまに「大分へ
来てよかった」と感じ、おおいたDC終了後も、大分県へリピーターとして訪
れていただけることを目指します。

【問合先】おんせん県おおいたデスティネーションキャンペーン実行委員会事務局
　　　　　（大分県観光・地域振興課内）☎097-506-2162　http://onsenkenoita-dc.jp

申込期間　１月15日～９月30日
申込方法　県内に所在する団体、企業、学校、グループ、個人が対象です。希望者は「おもてなし

サポーター活動宣言書」を実行委員会事務局へ提出してください。
※「活動宣誓書」は、ホームページからダウンロードするか、国東市観光課・国東市観光
協会（国東市サイクリングターミナル）等にあります。

しいたけ生産者の皆さまへ
しいたけほだ木造成助成・低温菌乾しいたけ種駒助成の

申請受付を開始します

しいたけほだ木造成緊急支援事業
１．補　助　対　象　者　国東市内に住所を有する原木しいたけ生産者
２．補助対象要件　・年間ほだ木造成本数1,500本（３万駒）を超える生産者を対象

（植菌品種は問いません）
・年間ほだ木造成本数から1,500本（３万駒）を控除します
・県内で生産された原木を使用していること
・県内で接種されたほだ木であること
・下刈りや萌芽整理等、更新作業に伴う作業をすること

３．補　助　金　額　20円／本（1.0円／駒）
４．申請受付期間　４月27日（月）～７月31日（金）

低温菌乾しいたけ種駒助成事業
１．補　助　対　象　者　国東市内に住所を有する乾しいたけ生産者
２．補助対象要件　低温菌補助対象種駒を10,000駒以上購入・植菌していること

※30,001駒以上については、「ほだ木造成緊急支援事業」を適用します。
３．補助対象種駒　12品種（121、908、新908、春太、春光、115、170、169、193、木片1、スーパー1、豊国）
４．補　助　金　額　0.5円／駒（10,000駒以上30,000駒以下）
５．申請受付期間　４月27日（月）～７月31日（金）

※申請は林業水産課、各総合支所地域産業建設課で受け付けています。

【問合先】　林業水産課 林業係　☎０９７８－７２－５１９８
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人
権
と
は
、
「
人
々
が
生
存
と
自
由
を
確
保
し　

幸
福
を
追
求
す
る
権
利
（
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
に
平

等
に
与
え
ら
れ
た　

幸
せ
に
生
き
る
た
め
の
権

利
）
」
で
す
。

　

私
た
ち
は
、
誰
も
が
幸
せ
に
暮
ら
し
た
い
と
願
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
願
い
は
、
誰
も
侵
す
こ
と
の
で
き

な
い
「
基
本
的
人
権
」
と
し
て
、
憲
法
第
11
条
に
も

保
障
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

で
も
、
人
権
と
い
う
と
「
難
し
い
」
「
自
分
に
は

関
係
が
な
い
も
の
」
と
考
え
ら
れ
て
し
ま
う
こ
と
が

あ
り
ま
す
が
、
そ
ん
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
「
遠

い
話
」
「
他
人
事
」
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち
の

身
の
ま
わ
り
に
は
、
同
和
問
題
を
は
じ
め
、
女
性
、

子
ど
も
、
高
齢
者
、
障
が
い
者
、
外
国
人
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
等
を
介
し
た
人
権
侵
害
等
、
多
く
の
人

権
問
題
が
残
念
な
が
ら
存
在
し
て
い
ま
す
。
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国
東
市
で
は
、
『
国
東
市
あ
ら
ゆ
る
差
別
を
な
く

し
人
権
を
擁
護
す
る
条
例
」
を
制
定
す
る
と
と
も
に
、

「
国
東
市
人
権
教
育
及
び
人
権
啓
発
基
本
計
画
」
を

策
定
し
、
《
人
権
尊
重
社
会
の
実
現
》
を
め
ざ
し
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
人
権
意
識
の
高
揚
に
努
め
、
差
別

を
し
な
い
、
差
別
を
許
さ
な
い
世
論
の
形
成
や
人
権

尊
重
の
社
会
的
環
境
づ
く
り
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
上
記
の
国
東
市
基
本
計
画
に
は
、
次
の
よ

う
に
も
う
た
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

一
人
ひ
と
り
が
生
涯
に
わ
た
っ
て
楽
し
く
学

び
つ
づ
け
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
互
い
の
ふ

れ
あ
い
、
学
び
合
い
を
通
し
て
・
・
（
中
略
）
。

市
民
一
人
ひ
と
り
が
、
人
権
に
関
す
る
様
々
な

問
題
に
気
付
き
、
あ
ら
ゆ
る
場
を
学
習
の
機
会

と
と
ら
え
、
自
発
的
に
参
加
し
、
常
に
考
え
る

習
慣
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？ 
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ん
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『
国
東
市
人
権
・
同
和
教
育
啓
発
推
進
協
議
会
』

（
会
長
：
市
長
）
の
推
進
策
と
し
て
、
全
地
域
で
取

り
組
ん
で
い
た
だ
い
て
い
ま
す
「
地
区
人
権
学
習

会
」
の
実
施
や
、
啓
発
イ
ベ
ン
ト
「
人
権
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
家
庭
や
地
域
で

の
人
権
学
習
の
積
み
重
ね
が
「
人
権
尊
重
社
会
の
国

東
市
」
に
な
っ
て
い
く
大
き
な
力
に
な
っ
て
い
く
と

考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
毎
月
発
行
の
市
報
「
人
権
シ

リ
ー
ズ
〜
こ
こ
ろ
を
つ
な
ぐ
ま
ち
づ
く
り
〜
」
に
お

い
て
も
、
同
和
問
題
を
は
じ
め
と
す
る
人
権
８
課
題

に
つ
い
て
情
報
を
提
供
し
、
お
互
い
の
考
え
る
場
に

な
れ
ば
と
も
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

差
別
は
す
べ
て
人
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
た
も
の
で

す
。
そ
れ
な
ら
、
人
に
よ
っ
て
な
く
す
こ
と
が
で
き

る
は
ず
で
す
。
一
緒
に
差
別
を
な
く
す
努
力
を
続
け

て
い
き
ま
し
ょ
う
。（

文
責　

社
会
教
育
課　

岡
原
）

春
で
す
！
　
新
た
な
季
節
に
考
え
て
み
ま
し
ょ
う

家
庭
・
地
域
・
職
場
で

　
春
は
「
別
れ
の
春
」
と
も
「
出
会
い
の
春
」
と
も
言
わ
れ
ま
す
。

　
そ
し
て
、
そ
こ
で
は
別
れ
も
あ
り
ま
す
が
、
人
と
人
と
の
新
た
な

出
会
い
、
新
た
な
関
係
が
始
ま
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
今
、『
人
権
』

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。


